
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2019年:度 事 業 報 告 書

1 事業の成果

・基調は前年までと変わらない。2010年をピークに、翌 2011年の東日本大震災の影響、2014年のペットボ ト

ルキャップ回収に関わる問題による減少で、2015年以降は年間寄付総額 2億円前後の水準に低下。2019年も

前年に続き、2億円を若干下回つた。

・CSR、 社会的な SDG s気運の高まりにより企業の社会貢献意欲は堅調で、法人からの寄付額は前年より増加

した。一方、個人による寄付は金額、件数ともに前年を下回り、低下傾向に歯止めがかからない。

・寄付総額の斬減により、ここ 2,3年、効果的な告知・プロモーション活動が実行できなかった。このため、

認知度の向上、とりわけ個人による「毎月募金」の開拓を目的に、独自のTVCMの放映を開始 (北陸)するなど

告知・プロモーション強化に着手した。

詳細については別紙、事業報告書参照。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 175,764 】千円)
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に記載
れた
業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千 円)

子 どもワクチン
の確保 と感染症
の安全予防を支
援す るための募
金・ワクチン供与
活動

ミャンマー支援プログラム

(コ ール ドチェーン等)

2019年 12月 : r v-?* 10 ミャンマ
ーの子ど

もたち

2万人 57,927

ラオス支援プログラム

(2020定期予防接種ほか)

20194=12月 ラオス 10 ラオスの
子どもた

キ
つ

15万人 32,158

ブータン支援プログラム

(2020定期予防接種ほか)

2019年 12月 ブータン 10 ブータン
の子ども
たち

6.5万人 32,604

バヌアツ支援プログラム

(2020定期予防接種ほか)

2019年 12月 バ ヌア ツ 10 バ ヌ ア ツ

の子ども
■_キ
′に つ

9千人 30,567

子 どもワクチ ツ
の確保 と感染症
の完全予防を支
援す るための情
報の収集お よび
普及活動

国内での啓発活動として、
団体の活動内容の周知、募
金収入の増加を目的とした
メディアヘの露出、イベン

|卜 の企画、実行

通年 事務局 10 一般市民
23万人

10,421



どもワクチ
支援に携わる
際的なボランテ

ィア活動の支
び促進

学生インターンやボランテ

ィアを受け入れ、全国の学
校や企業、団体での講演や
ボランティア活動促進への
理解と協力を呼びかける。

通年 事務局 10 子ども・
一般市民 1千人

12,088

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)
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載記
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事業名
事業内容 日時 場所

従事者
人数

事業費
(千円)

な し



世界の子どもにワクチンを 日本委員会 (JCつ  「2019年度 事業報告」

I.活動の概要

<総括 >
。基調は前年までと変わらない。2010年をピークに、翌 2011年の東 日本大震災の影響、

2014年のペットボ トルキャップ回収に関わる問題による減少で、2015年以降は年間

寄付総額 2億円前後の水準に低下。2019年も前年に続き、 2億円を若干下回った。
。 CSR(企業の社会的責任 )、 社会的な SDGs機運の高まりにより企業の社会貢献意欲は

堅調で、法人からの寄付額は前年より増カロした。一方、個人による寄付は金額、件数 と

もに前年を下回り、低下傾向に歯止めがかからない。
・ 寄付総額の斬減により、ここ 2、 3年、効果的な告知・プロモーション活動が実行でき

なかった。このため、認知度の向上、とりわけ個人による「毎月募金」の開拓を目的に、

独自のTVCMの放映を開始 (北陸)するなど、告知・プロモーション強化に着手した。
<募金活動 >
・ ここ数年、不用品などの回収・リサイクルによる寄付をはじめ、新たな募金・寄付形態

の開拓、拡大に取 り組んできた。古本 (せかワクぶっく)、 衣服 (フ ァッションチャリ

ティプロジェク ト)、 貴金属 。ブランド品 (お宝エイ ド)な ど、支援企業と共に拡充に

取り組んできたが、競合先の増加などにより2019年はいずれも前年実績を割っている。

このため、新たな形として、「遺贈」や 「書き損じハガキの回収」をスター トした。
・ 同様に、ペットボ トルキャップ (PBC)の回収・リサイクルの収益による寄付の強化、

拡大にも注力。末端の一般回収提供者に対する情報提供サービスの拡充、回収・リサイ

クル事業者との協力による回収支援体制の強化に取り組んだ。今後はさらに、事業者 と

連携 して、JCVに よるPBCの受領書の発行なども検討 していく。
・ DMに よる基本的な募金促進活動は、例年通 り、夏 (6月 )と 冬 (11月 )の 2回実施 し

た。母体 リス トが過去の募金実績者が主となるため、疲弊による効率低下を極力、回避

するために、発送封筒の形状を変更 (大型化)したり、送付内容物の見直しを行った。

夏の寄付額は前年を上回ったが、冬は前年に届かなかった。

<国際支援 >
。寄付総額は前年を約 150万 円下回ったが、ワクチン支援総額は前年比約 460万 円増の

1億 1,565万 6,724円 に高めた。前年同様、ミャンマーをはじめ常時支援国 4カ 国に拠

出。ラオス、ブータン、バヌアツの 3カ 国への拠出を増額した。

・ 8月 31日 ～9月 8日 、5年ぶ りにバヌアツ共和国を視察訪問した。支援者 5法人、6名

が同道 し、首都ポー トビラのあるエファテ島とエスピュリトゥ・サン ト島の 2島を訪

れ、同国保健省管轄下のワクチン保管・配送拠点施設、UNICEF、 国立病院、学校、各

地の村の診療所に出向いて、ワクチン接種の現場、取り巻く環境を検分してきた。

<支援者活動>
・ 企業・学校・団体の法人の寄付比重が高いため、全国各地の主要な支援法人への直接の

コンタク トを強化 した。福岡、広島、近畿、愛知、新潟などへ出張訪問したほか、事務

局での面会機会を含めて、約 90法人と面会し、寄付状況、支援状況を含めて活動内容

を報告するほか、約 55法人に感謝状を贈呈し、相互の関係強化に注力した。
・ 直接の面会を果たせなかった支援者に対しては、更新 した新 しい報告資料を送付する

他、事務局からのメールや手紙による謝意表明の機会を増や して、こまめに支援者に対

するフォロー、コミュニケーションの強化に努め、法人寄付の増額につなげた。
・ 支援者に対する ドナーケアDMを 3月 に送付、前年の 1.5倍近い約 270万円の寄付を

集めた。また、PBCの回収・ リサイクル事業企業・団体と協力して、初めて一般の回



収提供者に対して直接のDMを送付し、末端の新規名簿を獲得した。
・ 大阪マラノン (12月 1日 )に初めて団体チャレンジパー トナーとして採択。チャリテ

ィ枠 20名 の JCVラ ンナーが各々寄付を募 り、約 200万円の寄付獲得につなげた。
・ 法人支援者同士の交流促進を目的に、11月 15日 、バヌアツ視察報告会と併催する形

で、JCV設立 25周年「感謝の集い」を開催 (東京・芝浦)。 74名 の支援者が参加 した。
<広報活動 >
・ 個人寄付の底上げを目的に、広報・プロモーション活動の強化に乗 り出した。
。「毎月募金」の獲得に向けて、独自にTVCMを制作し、第一弾として 11～ 12月 に石川、

富山の民放各局で放映した。直接の毎月募金の申し込みは数件にとどまったが、CM内
容 (4パ ターン)、 放映時間帯を変えて Webへの誘導実績をリサーチ、以後につなげる。

・ BS放送による 4分オリジナル番組の制作・放映計画に着手。2020年の放映を目指す。
・ ペットボ トルキャップ (PBC)の 回収・リサイクルによる寄付額の増大を目指 し、回収

事業者と協力した情報発信企画を実施。PBCソ ング・映像の制作、それらを活用した

イベント協力を行 うと共に、Webサイ トの PBC回収ページの情報を刷新、強化した。
・ 国際協カイベン ト「グローバルフェスタ」(9月 )他、外部の複数イベン トに参加 した。
・ 全国の学校を中心に、事務局からスタッフが出向いて JCVの活動を直接、説明する「講

師派遣」を 14件実施 (前年 9件 )。 事務局訪問 6件 (同 7件)を受けた。

Ⅱ.機関活動

<総会 >3回 実施

・ 3月 8日  通常総会 「2018年度活動報告・決算報告審議」
・ 8月 6日  臨時総会 「2014年度及び 2015年度決算修正案審議」
・ 12月 4日  臨時総会 「2020年度活動方針・予算案、2019年度拠出金提案審議」
<理事会>3回 開催
。 3月 8日  第 1回 「2019年度総会議案審議 (2018年度活動・決算報告)」

・ 7月 11日  第 2回 「2014年度及び 2015年度決算修正報告、上期活動報告 他」
・ 12月 4日  第 3回 「2019年度総会議案審議 (2020年度活動方針・予算、拠出金)」

<事務局>
・ 事務局定例会   週 1回水曜日 47回開催 (2019年 )

。事務局長  :
総務・経理 :   募金開発   ドナーケア :

広報・啓発・教育 :

パー ト職員 :

・ 顧  問 :弁護士/   税理士/   社会保険労務士/

Ⅲ.活動実績

2016年 2017年 2018年 2019年

2億0,046万 円 2億0,919万 円 1億9,400万 円

1億1,777万 円 1億2,095万 円 1億 1,107万 円

夏DM(寄付額/発送数 331万 円/12,730 280万円/12,243 327万円/12,320 349万円/13,958

冬DM(寄 付額/発送数 546万 円/12,806 375万円/12,140 448万円/12,800 393万円/13,429

タイアップ協力 210件 190件 205イ牛 197イ牛

1回 1回 1回

講師派遣 9回 20回 8回 14回

主要活動指標

募金収入 1億9,252万 円

拠出金 1億1,565万 円

活動報告会



活 動 計 算 書

自 平成31年 1月 1日  至 令和元年12月 31日

定 の に ワ ン
△

経常収益

1受取寄付金

2そ の他収益

受取利息

雑収益

経常収益 計

|1 経常費用

1事業費

(1)人件費

給料手当

法定福利費

人件費計

(2)そ の他経費

ワクチン供与活動費

募金開発費

啓発・教育費

広報・啓蒙・教育費

ドナーケアー費

旅費交通費

システム関連費

募金手数料

通信運搬費

消耗什器備品費

印刷物関係費

水道光熱費

賃借料

リース料

保険料

諸謝費

会議費

為替差損

その他経費計

(単位 :円 )

192,529,031

科   目 金  額

192,523,487

572

4,972

192,523,487

5,544

22,014,230

2,774,173

24,788,403

115,656,724

6,617,377

36,846

9,075,805

1,259,236

2,893,698

5,093,824

2,951,037

2,958,601

44,595

1,086,096

305,650

2,700,404

267,840

2,500

11,923

3,740

10,046

150,975,942



(単位 :円 )

科  目 金  額

9,185,716

5,739,810

1,518,627

626,525

17,070,678

729,452

583,723

305,657

2,700,416

307,031

2,500

100,000

26,884

8,076

1,156,890

2,200

13,144

110

96,162

6,032,245

175,764,345

23,102,923

198,867,268

-6,338,237

ｎ

υ

1,328,716

1,328,716

-7,666,953

56,237,573

事業費計

2管理費

(1)人件費

役員報酬

給料手当

法定福利費

福利厚生費

人件費計

(2)そ の他経費

旅費交通費

消耗品費

水道光熱費

賃借料

減価償却費

保険料

諸会費

租税公課

支払手数料

支払報酬

会議費

諸謝費

新聞図書費

雑費

その他経費計

管理費 計

経常費用 計

当期経常増減額

‖1経常外収益

IV経常外費用

1無形固定資産減価償却

経常外費用 計

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額 48,570,620



貸 借 対 照 表

令和 元 年 12月 31日 現在 (決 算 )

法人名

事業名

特定非営利活動法人世界の子 どもにフタチンを

事業全体

科
日

】 当 年 度 前 年 度 増  減
I 資 産 の 部

流 動 資 産

現 金 預 金

現           金

外           貨
三 井 住 友 銀 行 普 通 預 金

郵   便   貯   金

イーバ ンク銀行オペ ラ支店
三井 住 友 銀 行 三 田通 支 店
三菱東京UFj銀 行日町支店

募 金 切 手

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産

そ の 他 固 定 資 産

建 物 付 属 設 備

什 器 備 品

ソ フ ト ウ ェ ア

商     標     権

電 話 加 入 権

敷          金

生 命 保 険 積 立 金

そ の 他 固 定 資 産 合 計

固  定  資  産  合  計

資 産 合 計

Ⅱ負

流

債   の

動

未

預

未   払

流  動  負

負   債

部

負

払

り

債

債

費

金

金

用
本 計

計

Ⅲ正 味 財 産 の 部

一 般 正 味 財 産

正 味 財 産 合 計

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計

44,104,864

44,586

73,843

30,644,122
6,186,776

6,482,050

14,406

659,081

650,759

44,685,512

241,195

185,814

23,859,598

12,391,222

6,294,599

15,270

1,697,814

737,132

△580,648
△196,609
Δlll,971

6,784,524
△6,204,446

187,451
△864

△1,038,733
△86,373

44,755,623 45,422,644 △667,021

1,282,633

4

2,406,096

29,884

221,240

3,381,000
2,471,190

1,479,392

110,276

3,718,512

46,184

221,240

3,381,000

2,186,846

。196,759
△110,272

△1,312,416
△16,300

284,344
9,792,047 11,143,450 △1,351,403
9,792,047 11,143,450 ▲1,351,403

54,547,670 56,566,094 ム2,018,424

29,937

3,063

5,944,050

29,337

5,856

293,328

600
△2,793

5,650,722
5,977,050 328,521 5,648,529
5,977,050 328,521 5,648,529

48,570,620 56,237,573 △7,666,953
48,570,620 56,237,573 △7,666,953
54,547,670 56.566,094 △2,018,424



財  産  目  録

令和 元 年 12月 31日決算

法人名

事業名

特定非営利活動法人世界の子どもにアクチンを

事業全体

科 ロ
ロ 金 額

4レ1,:86

73,843

30,644,122

6,186,776

6,482,050

14,406

65,081

65Q759.

1,282,633

4

2,400096

29,884

72,400

72,4()0

76,440

3,381,000

2,471,190

9,792,047

44,755,623

9,792,047

29,937

3,063

5,944,050

5,977,050

54,547.670

5,977,

I資 産 の 部

流 動 資 産

現 金 預 金

現        金

外        貨
三井住友銀行普通預金

郵  便  貯   金

イーノ`ンク金賭子オペラ支店
三井住友銀行三田通支店
三菱東京UFJ銀 行田町支店

募 金 切 手

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産

フロアエ事等
パソコン他

協力者データーベースシステム他

JCVロ ゴ

事務局電話 
事務局電話 
フリータ・イアル回線

事務所敷金

大同生命

う

後

・

ヽ

‘
　

　

ツ

リ

債

動

部

流 債

Ⅱ 負

現金手許有高

・
備

品

ア

権

権

産資

設

・

ェ
　

入

定

属

備

ウ

　

‐

Ｌ
　
　
　
　
標

加

固

付

〓

ト

ー

物

　

フ

　

．．ロ

の

建

什

ソ

商

電

そ

木村会計

源泉所得税

ラスクル 他 2ロ

東京公務部

郵便貯金

敷        金

生 命 保 険 積 立 金

そ の 他 固 定 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

未

預

未

流

負

　

正

金

金

用

計

計

　

産

〈
ロ

費

ｉ

合

　

財

乍

払

負

債

　

味

動

570,



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2019年度年間役員名簿 (前事来年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並びにこれらの者に
ついての前事来年度における報酬の有鮨を記載した名簿)

盤丘」型堕I活動法人 世界の子どもにワクチンを 日本委員会

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期間

(該 当者のみに記
入 )氏    名

監事

ホ ソカ ワ カ ヨコ 2019年

2019年

1月  1日

12月  31日

年 月

月

日

日年細川 佳代子

く)監事
ハヤ ミ ケン 2019年

2019年

1月  1日

12月 31日

年  月  日

年  月  日早水 研

て琶)監事
ケンモチ ムッコ 2019年

2019年

1月  1日

12月  31日

2019年

2019年

1月   1日

12月  31日剣持 陸子

・
４ 煙)・ 監事

オクデラ ノリホ 2019年

2019年

1月  1日

12月  31日

2019年

2019年

1月  1日

12月 31日奥寺 憲穂

(3・ 監事
カバシマ イクオ 2019年  1月  1日

2019年 12月  31日

年 月

月

日

日年蒲島 郁夫

く)・ 監事
7t+,'"7.Yl] 2019年  1月  1日

2019年 12月  31日

年  月  日

年 月 日藤森 益弘

′́
~ヽ

電夢・監事
マツダ アキヒト 2019`年  1月  1日

2019年 12月  31日

年  月  日

年  月  日松田 明仁

/~｀、

建夢・監事
シドウ トヨキ 2019年

2019年

1月  1日

12月 31日

年   月   日

年   月   日四藤 豊貴

ｑ

）

′́
~ヽ

電ラ
"監

事
ワカバヤシセイゾウ 2019年: 1月  1日

2019‐年 12月  31日

年  月 日

日年  月若林 清造

/ ヽ

電ヲ・監事
サクラダ シンサク

櫻田 紳策

2019年  1月  1日

2019年 12月  31日

年 月

月

日

日年



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏   名
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期間

(該 当者のみに記

入 )

11 C)・ 監事
サカイ コウイチロウ 2019年

2019年

1月  1日

12月  31日

年   月   日

年  月  日酒井 綱一郎

秦琶)監事
ホング リョウコ 2019年

2019年

1月  1日

12月 31日

年 月

月

日

日年本 田 涼子

/~ヽ
理事・に芽

ニシムラ ヒロユキ 2019年

2019年

1月  1日

12月  31日

年  月  日

年 月 日西屯F 博行

４

●

 ́ ヽ

理事。(こ奔
トウゴウ ヨシヒサ 2019年

2019年

1月  1日

5月  21日

年   月   日

年  月  日東郷 良尚



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人 世界の子どもにワクチンを日本委員会

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 細川 佳代子

2 早水 研

3 飢持 睦子

4 奥寺 憲穂

5 蒲島 郁夫

6 藤森 益弘

7 松田 明仁

8 四藤 豊喜

9 若林 清造

10 櫻田 紳策

11 酒井 綱―郎

12 本田 涼子

13 西t「 博行

14 中島 久

15 浅井 民子

16 江崎 ネL子



17 上山 佳代

:8 吉本 祐之

19 小暮 倫子

20 根本 努

21 高橋 昌裕

22 上坂 智子


